
①仲は良いがお互いの様子を見ていた。

②何か考えがあってもこちらから働きかけないと共有したり

　調べたりすることはなかった。

①自分から意見を述べつつ、周りの生徒の考えを引き出すようになった。

②自分たちでどんどんアイデアを出し合いながら担任の助けなしでプレ

　ゼンを完成させ、それも予想を上回る出来だったことに驚いた。

合宿前の学級の様子 合宿後の学級の様子

問２：あなたは、「オリエンテーション合宿」の前と後で、自分自身の変化がありましたか。
前と後の様子をお書きください。

合宿前

①自分に自信がなかった。

②消極的な性格だった。

③出した意見１つ１つ別のものだと感じていた。

④１つのものごとを決めつけ、他への影響を気に

　していなかった。

⑤発言はできても、他の人の意見を聞いてまとめ

　ることができなかった。

合宿後

①少し自信がついた気がする。

②積極的に意見を出せるようになった。

③意見を総合的に考えられるようになった。活性化に

　ついてより興味をもった。

④１つのものごとを決めるときに、あらゆる視点から

　考え、決めることができるようになった。

⑤ほかの人の意見を聞いてまとめ、自分の考えと照ら

　し合わせ、考え直すことができるようになった。

問２：あなたは、「オリエンテーション合宿」の前と後で、自分自身の変化があり

　　　ましたか。前と後の様子をお書きください。

令和３年度 高校生体験活動顕彰制度

「地域探究プログラム
オリエンテーション合宿 ｉｎ 赤城」

他の方々と協力して意見を出す
ことの大切さ、自分の意見を相手
に分かりやすく伝えることの重要
性に気づくことができました。新
たに発見できたことが多くあり、
非常に有意義な時間を過ごせまし
た。地方ステージで出会った仲間
と新たな活動にも取り組み始めて
います。

日時：令和３年７月１７日（土）～１８日（日）

場所：国立赤城青少年交流の家
■問合せ先： 国立赤城青少年交流の家

〒371-0101 群馬県前橋市富士見町赤城山27
TEL：027-289-7224
FAX：027-289-7226

検索

国立赤城青少年交流の家

４．地域探究プログラム「オリエンテーション合宿」を振り返って（アンケート）

【参加した生徒から】

問１：あなたは、２学期の「総合的な探究の時間」の授業において、「地域探究プログラム
（オリエンテーション合宿）」で体験したことは役に立ちましたか。
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【先生方から】

問１：「地域探究プログラム（オリエンテーション合宿）」に参加した生徒の２学期における
「総合的な探究の時間」での様子について聞きます。

【自由記述】

・自分の意見を出せるようになった。

・いろいろな視点で物事を見るのに役立った。

・メリットやデメリットをいろいろな観点から出すことができた。

・１つの課題に向かって様々な解決策を見出すことができた。

・相手の意見を肯定的に受け入れられるようになった。

・想像力を広げるだけでなく、積極的に意見交換する大切さを学べた。

・どうしたらテーマに沿えるかということを考えられるようになった。

・課題解決に向けた具体的な案を提案として形にすることができた。

・みんなと協力して、何かを成し遂げることの大切さを学ぶ良い機会

　となった。

問２：先生から見て、参加した生徒が意欲的に意見を述べたり、リーダーシップを発揮したりした
場面があれば具体的にお書きください。

問３：先生から見て、「地域探究プログラムオリエンテーション合宿」の前（１学期）と後（２学
期）で学級の雰囲気に変化がありましたか。

【参加した生徒以外の生徒から】

問１：「地域探究プログラム（オリエンテーション合宿）」に参加した生徒の２学期における「総合
的な探究の時間」での様子について聞きます。

問２：あなたは、参加した生徒が意欲的に意見を述べたり、リーダーシップを発揮したりした場面を
見て、何を感じましたか。

問３：先生から見て、「地域探究プログラムオリエンテーション合宿」の前（１学期）と後（２学
期）で学級の雰囲気に変化がありましたか。

合宿前の学級の様子 合宿後の学級の様子

①グループ活動でもあまり意見が出ていなかった。

②意見を言うが発展しにくい感じがあった。。

③一部の人しか話に参加していない状態があった。

④アイデアを出そうとしてもあまり出せないような雰囲気があった。

⑤まとまりがなかった。意見が１つになるまで時間がかかった。

①先陣をきって話してくれる人がいると意見が出やすくなった。

②もともと自発的な人が多かったが、彼らのサポートや積極性もあり

　全体的にまとまった感じになった。

③みんなで協力して案などを考えることが良くできるように変化した。

④皆が積極的にアイデアを出せるような雰囲気がでてきた。

⑤一体感が出た。笑顔が増えた。

・クラスをまとめて、一人一人が発表しやすい環境を作ってくれていた。様々な観点で考えることができるようになった。

・自分の中で考えをまとめ、人に分かりやすいように伝えるのは、とても大切なことだと感じた。それによって話し合

　いがスムーズに進行したり案が出てきやすくなったりするのだと気づいた。

・議長をやってくれたり、話をまとめてくれたり、まとめ役がいることの重要さを感じた。

・私も負けられないと思った。さらに良い意見を創り上げたいと思えた。

・私も何か手伝えることがないか、もっと意見を出そうかと積極的になることができた。人の力になりたいと思った。

・アイデアを出し合う場面で中心となり、探究プログラムで得た知識をうまく活用していた。

・提言を他の生徒ともに広い視野をもち多角的に考え、そのサポートを行ったり、リーダーシップをとることができた。

・学校行事では、発表者としてクラスの意見をまとめた原稿づくりやフリップづくりにおいてリーダーシップを発揮していた。 HP：https://akagi.niye.go.jp/


